
ファイルサーバ冗長化の検証



版 作成日 備考

1.0 2017/06/30 初版作成

© Copyright 2017 Yokogawa Rental & Lease Corporation
© Copyright 2017 横河レンタ・リース株式会社

本書は著作権によって保護される内容が含まれています。本書の内容の一部
または全部を著作者の許諾なしに複製、改変、及び翻訳することは、著作権法
下で許可事項を除き、禁止されています。

横河レンタ・リース株式会社

•本社
〒160-0023
東京都新宿区西新宿1-23-7 新宿ファーストウエストビル4F
•TEL：03-5908-1815（代表）

改定履歴



目次

1. はじめに

2. Flex Work Place Passage
2-1. Flex Work Place Passage とは
2-2. Flex Work Place Passageのクラウド使用

3. ファイルサーバの冗長化
3-1. Azure上のファイルサーバ可用性の考慮
3-2. DataKeeper for Windows

4. 動作検証
4-1. 検証環境について
4-2. 検証使用機器とサービス
4-3. 設定内容

4-3.1. DataKeeper for Windows設定
4-3.2. Windows Server Failover Clustering(WSFC)設定
4-3.3. 内部ロードバランサー(ILB)

4-4. 検証概要
4-4.1. 検証概要図

4-5. 検証結果

5. まとめ



1. はじめに

このドキュメントは、弊社Flex Work Place Passage製品(以下Passage)で使用する
ファイルサーバ環境をMicrosoft Azure上に構築した際の冗長化を目的に
DataKeeper for Windows を使用してActive-Standbyクラスタ構築し、動作検証を
行った内容について記述しています。
本検証ではPassage製品用のファイルサーバとして検証していますが、通常の
Azure環境下におけるファイルサーバのクラスタ、データレプリケーションに関す
る資料としてもご活用いただけるように記述しています。

• 本書の情報は2017年06月時点のものです。

• 本書にて公開する資料は、弊社にて実施した検証を通じ、正確を期して提
供しているものですが、誤りや誤植が含まれる場合があります。

• 掲載されている内容は、弊社のテスト環境での結果でありすべての環境下
で、同様の動作を保証するものではありません。

• 本書にて公開される資料に含まれる情報は、その記載内容、結果を保証す
るものではございません。本書の記載内容に基づいて実施したことで発生
するあらゆる損害の責任を負いません。

• ご利用の際は自己責任でお願いいたします。

• 本書の資料は、予告無く内容の変更を行う場合があります。
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2.Flex Work Place Passage

2-1.Flex Work Place Passage とは
PCの読み書きを、すべてネットワークドライブ（ファイルサーバ）へリダイレ
クトし、PCには一切のユーザデータを保存しないため、[データレスPCTM]  
を実現します。万一、パソコンが紛失・故障しても、情報漏えいやデータ消
失を防止できます。
https://www.yrl.com/fwp/overview_passage/
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2-2.Flex Work Place Passageのクラウド使用
Azure上のリダイレクトサーバ(ファイルサーバ)をMicrosoft Azure上に構築
することも可能です。

ファイルサーバをクラウド上に配置することで、ファイルサーバの導入にか
かる工数やハードウェアのメンテナンス(ファームウェアメンテナンス、物
理的な障害対応)にかかる工数を低減することが可能です。



3.ファイルサーバの冗長化
3-1.Azure上のファイルサーバ可用性の考慮

• Passage製品に限らず、Azure上にファイルサーバを構築する場合に検
討すべき項目の一つに、サーバおよびユーザデータの可用性が上げ
られます。
単体のファイルサーバで構成した場合、OS障害やサービス障害が要
因となりサービスの停止を引き起こす可能性があります。

サービス停止の可能性を低減するためにファイルサーバをHAクラスタ
化し、データディスクはレプリケーションを行うことでファイルサーバの
可用性の向上を検討しました。

• 本検証ではWindows標準のWSFC（Windows Server Failover Cluster）お
よびサイオステクノロジー社のDataKeeperを使用して、ファイルサーバ
のクラスタとデータレプリケーションを使用したファイルサーバとユーザ
データの冗長化を行い、動作を検証しました。

3-2.DataKeeper for Windows
• DataKeeper for Windows （以下DataKeeper）はサイオステクノロジー社
が販売するデータレプリケーションソフトウェアです。

http://sios.jp/products/lkdk/product/datakeeper.html

検証ではCluster Editionを使用しています。
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4.動作検証
4-1.検証環境について
• オンプレミス環境とAzure間は、VPNルータを使用してサイト対サイトで
接続します。

• Azureの同一リージョンで可用性セット内に2つの障害ドメインを作成し、
それぞれにファイルサーバとADサーバを構築します。

• ファイルサーバのデータ用ディスクを、DataKeeperを使用してレプリ
ケーションを行います。

• WSFCでDataKeeperおよびCIFSサービスの制御を行います。また、AD
サーバのうち1台をWSFCのファイル共有監視として使用します。

• ILBを使用して、クライアントからのリクエストをアクティブなサーバへ接
続します。

チャプター 

４ 



4-2.検証使用機器とサービス
本検証では以下の製品・機器を使用しました。



4-3.設定内容
Azure上でDataKeeperを構築する方法については、サイオステクノロジー
社の以下資料を参考に構築しています。

「Azure で DataKeeper Cluster Edition を展開するためのクイックスタートガ
イド」
http://jpdocs.us.sios.com/WindowsSPS/8.4/DKCE/DeployingDKCEinAzureQ
uickStart/index.htm

4-3.1.DataKeeper for Windows設定

http://jpdocs.us.sios.com/WindowsSPS/8.4/DKCE/DeployingDKCEinAzureQ


4-3.2.Windows Server Failover Clustering(WSFC)設定





4-3.3.内部ロードバランサー(ILB)

Flex Work Place Passage



4-4.検証概要
以下のような操作を行い、動作を確認します。

① Active-Standbyを手動で切り替えできること
② Active側のファイルサーバの[再起動|障害]時に、正常にフェイルオー
バーすること

③ Standby側のファイルサーバの[再起動|障害]時に、Active側の動作に
影響がないこと

④ ファイル共有監視が利用不可能なときにActive側の動作に影響がな
いこと

⑤ フェイルオーバー発生時にクライアントの通信が自動的に再開される
こと

⑥ Standbyに切り替わった際に、直前に書き込まれたファイルが存在して
いること

4-4.1.検証概要図



4-5.検証結果



5.まとめ
Flex Work Place Passage のリダイレクトサーバ(ファイルサーバ)をAzure上
に配置する構成において、ファイルサーバの冗長性を確保するためにサ
イオステクノロジー社のDataKeeper for WindowsおよびWSFCを使用してA
ctive-Standbyクラスタを構成できることを確認しました。

また動作検証の結果、手動でのフェイルオーバー/フェイルバック操作が
正常に行えること、サービス障害時に自動でフェイルオーバーが発生し、
Passageが継続して使用できることを確認しました。

これによりFlex Work Place Passageのリダイレクト先にAzure ファイルサー
バを使用した環境において、ファイルサーバ/ユーザデータの冗長化を図
り、サービス継続性の向上を実現することが可能になります。

また、通常のファイルサーバ環境についても同様の手法を用いることで、
サービス継続性を高めることが可能と考えます。

以上
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